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 インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2025 年 12 月 22 日に、近

代科学社 Digital レーベル（※）より、単行本版『戦略的 AI 活用による要求工学知識体系の実践ガイド』（編者：(一社)情

報サービス産業協会 技術委員会 エンジニアリング部会）の発売を開始いたしました。 

 

※近代科学社 Digital とは：近代科学社が著者とプロジェクト方式で協業する、デジタルを駆使

したオンデマンド型の出版レーベルです。詳細はこちらもご覧ください。 

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/scheme/ 
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●内容紹介 

 本書では DX を実現するための要求獲得や価値創出を、AI を用いて効率化・高品質化するための技術や手法を解

説しています。ソリューション開発における AI 活用に焦点を当て、問題発見や価値創出のためのモデリング技術を、

AIを用いて効率化・高品質化する方法や実施例を詳しく紹介。深層学習や大規模言語モデルによる要求の自動分類、

生成AIを活用した要求仕様書の自動生成など、具体的な手法を多数掲載しています。 

 技術者、開発者、経営者、情報学系の学生を含めた幅広い読者を対象としており、各章は独立して読むことができる

ため、興味のあるテーマから読み進められます。AI の利活用で直面するであろう課題をモデルケースとして扱い、実

践的なノウハウを共有しつつ、AI導入によって変革が予想されるソフトウェア工学と要求工学の未来像についても展望

しています。AIの戦略的活用を前提とした実践ガイドになる一冊。 
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【近代科学社Digital】 https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm 
近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタルパワーを

積極活用することで、オンデマンド型のスピーディで持続可能な出版モデルを提案します。 
 

【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp/ 
株式会社近代科学社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大塚浩昭）は、1959年創立。 
数学・数理科学・情報科学・情報工学を基軸とする学術専門書や、理工学系の大学向け教科書等、理工学専門分

野を広くカバーする出版事業を展開しています。自然科学の基礎的な知識に留まらず、その高度な活用が要求さ

れる現代のニーズに応えるべく、古典から最新の学際分野まで幅広く扱っています。また、主要学会・協会や著

名研究機関と連携し、世界標準となる学問レベルを追求しています。 

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm
https://www.kindaikagaku.co.jp/


 
【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：塚本由紀）を持株会社とするメデ

ィアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理工学」を主

要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテンツ

ビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 
 

【お問い合わせ先】 

株式会社近代科学社 

TEL：03-6837-4828 

電子メール: kdd-qa@kindaikagaku.co.jp 


